





Social Work in Developmental Support Center for Cildren




























































































































































































表１　療育センターのソーシャルワーク業務とニーズ領域 / 対象範囲 / 援助技術
は早期療育の段階でのソーシャルワーク業務
NO ニーズ領域
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 1 ） 例えば、三毛（三毛　2003）による医療ソーシャ
ルワーカーの実践から「退院援助モデル」を試み
ている。
 2 ） 福山は本研究の枠組みで用いる 12 の技術にファ
ミリィソーシャルワークを加え 13 としている。











 5 ） 2013 年 4 月に A 市に 8 館目の療育センターが開
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 7 ） A 市の療育センターにおいては児童福祉法によ
る通園施設以外に診療部門や早期療育部門で集団
療育として対象別に数種類のグループ支援を実施
している。例えば、1 歳 6 ヶ月時健康診査や 3 歳
時健康診査で発見される自閉症スペクトラムや知
的障害の子どもと親への初期療育グループなどが
ある。（2012 年の児童福祉法改正により A 市の
各療育センターにおいてグループ支援の法的位置
づけには変化があることが推測される。）
 8 ） 一瀬（一瀬　2012b）によると、障害のある子ど
もをもつ母親の早期の段階における経験は、自己
イメージと関係の双方に揺るぎをもたらす「自己
のポジショニング」の変容と論じられている。そ
れを構成する概念として「関係への懐疑」、「自己
全体の崩れ」、「自己の意味付け」などがある。
